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語文109(2017・12 大阪大学I玉IMfl迅1文学会）

祐
徳
捕
物
館
中
川
文
廊
蔵
『
古
今
和
歌
媒
序
註
』
（
以
下
、
本
資
料
と
す

る
）
は
、
近
世
中
期
の
神
祇
伯
白
川
家
学
頭
・
臼
井
雅
胤
に
よ
る
『
古
今

媒
』
仮
名
序
の
注
釈
で
、
そ
の
成
立
は
、
後
掲
の
奥
翡
に
よ
り
、
享
保
十
六

年
（
一
七
三
一
）
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
が
こ
の
資
料
に
注
目
す
る
の
は
、

当
該
期
に
お
け
る
白
川
家
な
ら
び
に
臼
井
雅
胤
の
存
在
は
璽
要
で
あ
り
、
故

に
、
雅
胤
の
古
今
序
注
も
注
目
に
値
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

室
町
期
の
兼
倶
以
来
、
「
神
祇
管
領
長
上
」
を
称
し
て
朝
野
に
大
き
な
影

評
を
与
え
た
吉
田
家
は
、
寛
文
五
年
(
-
六
六
五
）
の
『
諸
社
補
宜
神
主
法

度
』
を
契
機
と
し
て
、
神
職
本
所
と
し
て
さ
ら
に
神
職
へ
の
統
制
を
強
め
る
。

し
か
し
、
吉
田
家
に
よ
る
統
制
に
対
し
て
は
、
当
然
な
が
ら
反
発
も
現
れ
、

ま
た
、
当
該
期
の
学
問
の
進
展
は
、
吉
田
家
の
地
位
の
正
統
性
を
保
証
す
る

諸
賓
料
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。

一
方
、
神
祇
伯
白
川
家
の
勢
力
は
吉
田
家
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
松

は
じ
め
に

尾
・
稲
荷
等
の
大
社
の
伝
奏
を
継
続
し
て
お
り
、
ま
た
、
官
制
上
は
吉
川
家

の
上
位
に
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、

白
川
家
は
反
吉
田
の
立
場
の
受
け
皿
と
な
り
、
自
ら
を
神
職
本
所
と
す
る
指

向
を
強
め
、
後
に
は
諸
国
に
幅
広
い
階
層
の
門
人
を
多
く
擁
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
同
家
の
学
頭
と
し
て
活
躍
し
、
伯
家
神
道
説
を

(
2
)
 

樹
立
し
た
と
さ
れ
る
の
が
、
臼
井
雅
胤
で
あ
る
。

雅
胤
お
よ
び
そ
の
父
兄
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
幡
鎌
一
弘
氏
の
一
連
の
研

(
3
)
 

究
が
備
わ
る
。
以
下
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
雅
胤
は
平
将
門
の
子
孫
を
称
し
、

先
祖
は
戦
国
期
に
祇
園
社
社
家
と
な
っ
た
ら
し
い
。
父
・
定
消
は
蘇
民
社
神

主
の
肩
饗
き
を
も
ち
、
吉
田
神
道
や
吉
川
神
道
を
学
ん
だ
。
延
宝
五
年
（
一

六
七
七
）
に
は
黒
川
道
祐
に
祇
園
社
の
「
年
中
行
事
」
を
提
供
、
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）
に
は
後
七
日
御
修
法
を
聴
聞
し
、
ま
た
北
村
季
吟
七
十
賀
に

際
し
て
詠
歌
し
て
い
る
ほ
か
、
延
宝
頃
に
は
、
祇
園
社
に
参
詣
し
た
烏
丸
光

雄
に
梅
の
木
の
由
緒
を
間
わ
れ
て
答
え
た
と
い
う
。
生
没
年
未
詳
。

兄
に
接
伝
が
あ
る
。
幼
時
よ
り
多
く
の
書
物
に
親
し
み
、
父
と
同
じ
く
吉

ー
祐
徳
膊
物
館
中
川
文
匝
蔵
『
古
今
和
歌
集
序
註
』
を
め
ぐ
っ
て
1

神
祇
伯
白
川
家
学
頭
臼
井
雅
胤
の
古
今
集
序
注

勢

田

道

生
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田
家
に
学
ん
だ
接
伝
は
、
い
く
つ
か
の
神
道
に
関
す
る
著
述
を
残
し
て
お
り
、

そ
の
神
道
に
関
す
る
学
識
は
、
元
禄
十
年
、
袖
小
路
怪
貞
の
伐
賛
を
得
る
に

至
る
。
元
禄
年
間
に
は
、
定
消
．
接
伝
か
地
方
神
職
に
神
道
伝
授
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
吉
田
家
か
ら
離
れ
た
独
自
の
活

動
が
見
と
が
め
ら
れ
た
も
の
か
、
同
家
か
ら
破
門
さ
れ
た
と
い
う
。
宝
永
二

年
(
-
七

0
五
）
八
月
四
日
没
、
享
年
未
詳
。

雅
胤
は
、
初
名
典
胤
、
次
い
で
胤
栄
。
現
時
点
で
知
ら
れ
る
最
初
の
事
跡

は
、
元
禄
十
一
年
、
兄
．
接
伝
と
共
に
吉
田
家
に
八
朔
の
礼
に
出
向
い
て
い

る
こ
と
で
、
父
兄
と
と
も
に
吉
田
家
に
従
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
宝
永
二
年
末
か
ら
翌
三
年
初
の
頃
に
は
白
川
家
に
鞍
替
え
し
た
よ
う
で
、

五
月
か
ら
は
白
川
家
に
て
『
日
本
僭
紀
』
講
談
を
行
い
、
七
月
に
は
褒
美
を

拝
領
、
ま
た
、
学
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
後
、
白
川
家
の
学
頭
と
し
て
活
躍
し

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
徳
四
年
(
-
七
一
四
）
に
は
、
洒
宮
神
社
の

柑
論
に
関
し
て
訴
え
を
受
け
、
追
放
処
分
と
な
る
。
こ
の
後
は
、
大
油
に
住

み
、
上
御
霊
社
・
北
野
社
の
代
参
人
を
し
て
い
た
と
い
う
か
、
詳
細
は
不
明
。

こ
の
後
、
再
び
雅
胤
の
事
跡
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
享
保
十
三
年

（
一
七
―
―
八
）
頃
か
ら
で
あ
る
。
安
井
門
跡
道
恕
に
鞠
梢
神
を
伝
授
、
神
祇

伯
雅
宮
王
に
神
道
を
返
伝
授
、
霊
元
院
に
よ
る
鎖
魂
祭
再
興
に
も
関
与
し
、

こ
の
よ
う
な
中
で
、
享
保
十
六
年
、
霊
元
院
の
院
宜
に
よ
っ
て
故
雅
光
王

（
源
姓
）
の
猶
子
と
な
り
、
名
を
雅
胤
に
改
め
た
と
い
う
。

以
上
が
、
本
質
料
が
成
立
す
る
こ
ろ
ま
で
の
雅
胤
の
事
跡
で
あ
る
が
、
本

資
料
成
立
の
後
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
月
か
ら
、
雅
胤
と
一
条
兼
香

（
当
時
閲
白
）
と
に
接
点
が
見
出
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
兼
香
は
吉
田
家

に
対
す
る
強
い
反
感
を
抱
い
て
お
り
、
雅
胤
と
兼
香
は
反
吉
田
と
い
う
点
で

一
致
し
て
い
た
。
兼
香
を
介
し
て
影
特
力
を
強
め
た
雅
胤
は
、
鎖
魂
祭
を
中

心
に
宮
中
祭
祀
に
も
関
与
し
、
ま
た
、
白
川
家
に
伝
わ
る
と
い
う
神
祇
官
八

神
殴
の
神
璽
を
兼
香
に
奉
呈
し
て
い
る
。
な
お
、
以
後
の
雅
胤
の
事
跡
は
未

だ
明
ら
か
で
な
く
、
生
没
年
も
未
詳
。

以
上
に
よ
り
、
雅
胤
の
活
動
は
、
当
該
期
の
神
道
界
に
大
き
な
影
磐
を
与

え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
事
跡
や
言
説
に
つ
い
て
は
、
な
お
多
く
検
討

の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
古
相
正
美
「
堂
上
和
歌
と
神
道
・
仏
教
と
の
関

係
」
は
白
川
家
歴
代
当
主
の
歌
坑
事
跡
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
神
道

説
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
ず
、
ま
た
臼
井
雅
胤
に
つ
い
て
も
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
三
輪
正
胤
氏
は
、
卜
部
兼
雄
（
一
七

0
五
＼

一
七
八
七
）
に
よ
る
和
歌
秘
伝
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
業
紐
に
つ

い
て
、
「
神
道
を
通
し
て
の
歌
学
恨
界
の
把
握
は
、
正
に
「
神
道
歌
学
」
と

(5) 

言
っ
て
よ
い
惟
界
を
作
り
上
げ
た
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
氏

の
指
摘
さ
れ
る
兼
雄
の
業
鎖
は
、
多
く
は
本
狩
料
成
立
以
後
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
本
賓
料
が
神
道
史
上
、
ま
た
日
本
文
学
史
上
、
注

目
す
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
よ
っ
て
、
以
下
、

本
資
料
の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
的
特
徴
に
つ
い
て
、
述

べ
る
。

一
、
書
誌
・
奥
書

論
述
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
本
賓
料
の
曹
誌
・
奥
因
を
示
す
。

原
手
白
紙
表
紙
（
後
袖
）
、
二
三
・
七
糎
x

一
じ
•
O
糎
、
外
題
「
古
今
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和
歌
集
序
註
」
（
左
、
打
付
）
。
原
表
紙
、
無
地
白
紙
、
左
に
原
外
題
（
打

付
）
「
古
今
和
歌
集
序
注
」
、
印
記
「
中
川
文
廂
」
。
本
文
料
紙
は
椿
紙
、
袋

綴
。
第
一
丁
表
、
内
題
「
古
今
和
歌
集
序
注
」
、
作
者
名
「
瑞
禾
局
布
下
子

(6) 

編
」
、
印
記
「
西
園
翰
愚
林
」
（
鍋
島
直
郷
）
。
全
二
十
九
丁
、
字
数
・
行
数

不
等
。
第
二
十
八
丁
表
に
平
胤
栄

(11
雅
胤
）
の
奥
書
、
第
二
十
八
丁
裏
ー

第
二
十
九
丁
裏
に
藤
原
窯
直
の
奥
粛
あ
り
。
本
文
奥
書
共
一
箪
と
思
わ
れ
る
。

後
遊
紙
一
丁
。
な
お
、
誤
写
や
脱
文
と
思
わ
れ
る
部
分
が
散
見
す
る
が
、
中

に
は
「
本
ノ
マ
、
」
と
傍
記
す
る
部
分
も
あ
り
、
本
壺
料
の
親
本
は
良
質
の

写
本
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

奥
瞥
は
次
の
通
り
。

右
一
巻
は
、
貞
享
四
年
春
二
月
、
従
二
位
実
種
卿
の
命
に
依
て
、
先

（
マ
マ
）孝

春
麿
の
古
今
集
の
序
を
講
し
給
ひ
し
比
、
権
大
納
言
隆
貞
卿
、
権

大
納
言
伊
季
卿
、
刑
部
卿
惟
府
卿
、
左
近
衛
権
中
将
雅
豊
、
其
座
下
に

候
し
て
馳
禿
紐
て
其
旨
を
屯
耳
留
置
を
、
是
を
徒
然
の
餘
に
燈
下
に
向
ひ
、

（
マ
マ
）

再
ひ
校
合
せ
加
へ
、
誤
字
を
改
め
槻
漏
を
補
ひ
、
一
巻
と
な
し
て
名

付
て
古
今
集
序
注
と
い
ふ
、
此
道
を
志
さ
し
学
ふ
児
女
子
は
、
ひ
と
つ

の
助
な
ら
ん
か
し
、

子
時
享
保
十
六
辛
亥
二
月
十
四
日

瑞
禾
局
臼
井
帯
刀
平
胤
栄

右
古
今
集
序
注
は
神
祇
之
学
頭
源
雅
胤
之
編
集
す
る
処
也
、
雅
胤
は
臼

井
春
麿
の
子
、
従
二
位
雅
光
卿
の
息
也
、
其
性
質
誠
敬
を
持
て
、
膊
<

和
漢
の
学
に
通
し
、
有
職
・
班
学
を
翫
ひ
、
神
学
に
宗
た
り
、
常
に
伯

家
に
候
し
て
、
彼
一
流
之
神
祇
の
学
を
接
き
て
、
神
祇
道
の
職
に
補
し
、

伯
家
の
正
脈
を
継
き
、
神
祇
道
事
理
の
秘
決
を
附
屈
し
、
神
経
を
購
し

て
、
理
に
明
に
事
に
委
し
て
、
我
道
の
宗
を
得
た
り
、
享
保
十
五
年
八

月
朔
日
に
、
依

院
宣
、
人
麿
の
御
影
の
古
図
井
御
影
供
の
次
第
を
叙
覧
に
備
へ
奉
り
、

同
十
六
年
三
月
十
七
日
、
依
院
宜
、
柿
本
人
磨
の
伝
を
授
け
奉
れ
り
、

依
之
翌
十
八
日
よ
り
、
於
仙
洞
、
人
窟
の
御
影
供
御
再
興
有
て
、
諸

家
よ
り
千
首
の
和
歌
を
献
せ
ら
る
、
、
依
て
同
十
六
年
十
一
月
に
、

内
ミ
の
院
宣
あ
り
て
、
故
二
位
雅
光
卿
の
猶
子
と
な
り
て
、
平
胤
栄

を
改
て
源
雅
胤
と
な
れ
り
、
安
井
御
門
主
其
徳
を
買
し
給
ひ
て
、
大
営

家
の
三
字
を
書
て
給
へ
り
、
然
と
い
へ
と
も
、
世
上
に
神
学
の
正
し
き

教
を
聞
得
る
者
鮮
し
て
、
卜
部
の
謙
流
留
合
の
教
を
雌
て
正
道
に
志
す

者
な
き
事
を
悪
み
、
又
不
幸
に
依
て
湖
水
の
辺
に
蟄
居
し
て
、
田
を
耕

し
釣
を
垂
て
独
り
道
を
楽
め
り
、
然
る
に
天
よ
り
瑞
穂
を
雅
胤
の
田
に

降
せ
り
、
一
茎
二
穂
―
―
一
穂
有
、
依
て
米
穀
を
禁
裏
仙
洞
に
献
り
て
、
燕

居
の
室
を
瑞
禾
局
と
号
け
て
、
益
和
学
を
力
め
学
ひ
給
へ
る
餘
り
に
、

児
女
子
の
為
に
古
今
集
の
序
の
大
旨
を
注
し
て
一
巻
と
す
、
名
付
て
古

今
集
序
注
と
い
ふ
、
一
夕
落
話
の
餘
り
に
、
此
一
巻
を
新
に
粛
写
し
て

我
―
女
子
に
給
へ
り
、
誠
に
班
の
道
に
心
さ
し
学
ふ
者
の
至
宝
な
ら
ん
、

子
時
享
保
十
八
年
三
月
十
三
日

門
人
正
六
位
下
和
泉
守
籐
原
照
直
謹
習

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
資
料
は
雅
胤
の
父
・
春
魃
に
よ
る
古
今
序
購
釈
の
間

書
を
改
訂
し
た
も
の
で
、
門
人
藤
原
窯
直
（
未
詳
）
の
女
子
の
た
め
に
新
写

さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
奥
書
の
内
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本
賓
料
の
注
説
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
本
惰
料
が
主

に
依
拠
す
る
先
行
注
釈
書
を
明
ら
か
に
す
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
本
資
料
は
、
藤
原
為
家
の
子
・
為
顕
が
能
基
に
伝
え

た
『
古
今
和
歌
染
序
聞
鳴
』
（
片
桐
洋
一
氏
に
よ
り
『
三
流
抄
』
と
仮
称
さ

(
9
)

（

IO) 

れ
た
も
の
。
以
下
、
『
三
流
抄
』
と
す
る
）
、
乃
至
、
こ
れ
に
類
す
る
注
釈
曹

に
多
く
拠
っ
て
い
る
。
『
三
流
抄
』
は
、
「
神
話
や
説
話
を
本
説
と
し
て
付
会

し
て
説
き
、
以
後
の
仮
名
序
注
釈
は
も
ち
ろ
ん
、
能
楽
論
、
謡

lUlや
『
曾
我

(11) 

物
語
』
『
太
平
記
』
な
ど
に
も
大
き
な
影
孵
を
与
え
た
」
も
の
で
、
板
本
の

存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
脱
應
義
熱
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
廊
紺
『
古

今
集
注
釈
沓
伝
本
書
目
』
（
勉
誠
出
版
、
平
19)
は
、
三
十
一
の
伝
本
を
挙

げ
る
（
他
に
「
三
流
抄
関
連
」
と
さ
れ
る
も
の
四
本
）
。

本
資
料
と
『
三
流
抄
』
の
注
説
が
一
致
す
る
例
と
し
て
、
ま
ず
、
本
賓
料

の
「
富
士
の
煙
に
よ
そ
へ
て
人
を
こ
ひ
、
松
虫
の
ね
に
友
を
し
の
ひ
」
に
つ

二
、
『
三
流
抄
』
の
利
用

容
に
は
疑
わ
し
い
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
雅
胤
奥
粛
に
い
う
、

(
7
1
)
 

春
魁
の
古
今
序
購
釈
を
堂
上
諸
家
が
受
け
た
と
い
う
こ
と
や
、
盛
直
奥
粛
に

い
う
、
雅
胤
が
院
宜
（
霊
元
院
）
に
よ
り
人
磨
の
伝
を
伝
え
、
こ
れ
に
よ
っ

(
8
)
 

て
仙
洞
人
麿
影
供
が
再
興
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た

く
、
こ
こ
に
は
、
自
説
を
権
威
づ
け
よ
う
と
す
る
意
志
が
反
映
し
て
い
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
今
は
そ
の
真
否
を
明
ら
か
に
す
る
用
意
が
な

い
た
め
、
奥
魯
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
に
委
ね
、
以
下
、
本
資
料
の
注
説

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

い
て
の
注
を
示
す
。

富
士
の
煙
は
恋
に
よ
む
也
、
天
武
の
時
、
赫
谷
姫
の
故
事
を
引
、
松
虫

の
ね
に
友
を
し
の
ふ
と
は
、
為
家
の
注
に
、
昔
、
大
和
国
に
有
け
る
も

の
二
人
、
た
か
ひ
に
ち
き
り
ふ
か
く
て
、
沖
の
国
あ
へ
野
の
市
に
あ
き

な
ひ
す
る
ほ
と
に
、
行
別
て
た
か
ひ
に
行
方
し
ら
す
、
一
人
待
に
得
す

し
て
帰
り
ぬ
、
か
れ
を
待
て
い
た
り
し
ほ
と
に
、
夜
に
入
て
か
の
も
の

死
ぬ
、
市
に
残
る
友
、
か
れ
を
ま
ち
け
れ
と
も
、
見
へ
す
、
広
野
に
出

て
た
つ
ね
あ
り
く
、
死
た
る
も
の
家
に
草
深
し
、
松
虫
多
く
嗚
く
、
さ

れ
は
、
松
虫
な
く
所
こ
と
に
か
れ
は
と
て
尋
ね
あ
り
く
ほ
と
に
、
あ
る

所
に
松
虫
多
く
嗚
く
、
見
れ
は
、
か
の
も
の
死
し
て
あ
り
、
友
に
一
所

に
し
な
は
死
な
ん
と
ち
き
り
し
か
は
、
身
を
な
け
て
死
す
、
そ
れ
よ
り
、

友
を
し
の
ひ
恋
る
こ
と
に
、
松
虫
の
ね
に
よ
そ
へ
て
い
ふ
也
、

こ
れ
に
対
し
、
『
三
流
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

冨
士
ノ
煙
ニ
ョ
ソ
ヘ
テ
人
ヲ
恋
卜
云
事
、
大
方
、
恋
ハ
身
ヲ
焦
ス
故

二
煙
ニ
タ
ト
ヘ
テ
云
。
然
ド
モ
、
今
、
窟
士
ノ
煙
ト
ハ
、
殊
二
恋
ニ
ョ

リ
立
二
依
テ
妥
ニ
ア
グ
ル
也
。
日
本
紀
云
、
天
武
天
泉
ノ
御
時
、
駿
河

国
二
作
竹
翁
卜
云
者
ア
リ
。
〔
中
略
。
旬
読
点
・
鉤
括
弧
を
除
き
三
六

二
字
〕
「
是
ハ
何
人
ゾ
」
卜
間
タ
リ
ケ
レ
バ
「
赫
突
姫
」
卜
答
フ
ト
云

ヘ
リ
。松

虫
ノ
音
二
友
ヲ
忍
プ
ト
ハ
、
昔
、
大
和
国
二
有
ケ
ル
モ
ノ
、
二
人

ツ
レ

互
二
契
リ
深
シ
。
沖
ノ
国
阿
倍
野
ノ
市
へ
連
テ
行
。
市
ニ
テ
別
レ
テ
、

ア
キ
ナ
ヒ
ス
ル
程
二
、
（
行
別
レ
テ
）
互
二
行
方
ヲ
不
レ
知
。
一
人
先
立

テ
婦
ケ
ル
ガ
、
彼
ヲ
待
テ
居
タ
リ
ケ
ル
程
二
、
夜
二
入
テ
カ
レ
ハ
死
ケ
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リ
。
彼
市
二
残
ル
友
、
彼
ヲ
待
ケ
レ
ド
モ
、
見
エ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
広
キ

野
二
出
テ
尋
行
ヌ
。
彼
死
シ
タ
ル
者
ノ
家
ハ
貧
シ
ク
シ
テ
、
草
深
シ
。

松
虫
多
ク
暗
ケ
レ
バ
、
松
虫
ヲ
、
ク
暗
処
ヲ
見
レ
バ
、
彼
者
死
テ
ア
リ
。

ソ
レ

倶
ニ
―
処
ニ
テ
死
ナ
ン
ト
契
リ
タ
リ
シ
カ
バ
、
身
ヲ
揃
テ
死
ス
。
夫
ヨ

リ
シ
テ
、
友
ヲ
忍
ビ
、
友
ヲ
恋
ル
事
ニ
ハ
、
松
虫
ノ
音
ニ
ョ
ソ
ヘ
テ
云

ナ
リ
。

ま
ず
ぶ
松
虫
の
ね
に
友
を
し
の
ひ
」
の
注
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
資
料
が

引
く
「
為
家
の
注
」
の
内
容
は
、
『
三
流
抄
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。
一
方
、
「
富
士
の
煙
に
よ
そ
へ
て
人
を
こ
ひ
」
に
つ
い
て
は
、
『
三
流

抄
』
が
「
日
本
紀
云
」
と
し
て
「
赫
突
姫
」
の
故
事
を
詳
細
に
記
す
の
に
対

し
、
本
査
料
は
「
天
武
の
時
、
赫
谷
姫
の
故
事
を
引
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。

こ
の
相
巡
が
本
贅
料
の
意
図
的
な
省
略
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
山
と

し
て
は
、
「
赫
谷
姫
」
と
「
窟
士
の
煙
」
と
の
結
び
つ
き
は
周
知
の
こ
と
で

(12) 

あ
っ
た
た
め
、
ま
た
、
『
三
流
抄
』
に
は
出
典
と
し
て
「
日
本
紀
」
が
挙
げ

ら
れ
る
も
の
の
、
『
日
本
密
紀
』
に
は
該
当
記
事
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
不

審
を
感
じ
た
た
め
、
と
い
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
『
三
流
抄
』

に
記
さ
れ
る
出
典
「
日
本
紀
」
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
も
触
れ
る
。

こ
の
他
に
も
、
本
賢
料
に
は
『
三
流
抄
』
に
記
さ
れ
る
故
事
を
引
く
部
分

が
あ
る
。
本
文
の
例
示
は
省
略
し
、
表
に
し
て
示
す
。

これらについても両者には一致が確認され、本骰料が多く『三

流抄』に拠っていることがわかる。なお、右のうち③・④・⑤・
（い）

⑧の四箇所においても、本賓料はIH典を「為家注」としており、

本賓料は『三流抄』に記される説を為家の説と見なしていると考

えられる。

以上のように、本費料は『三流抄』に記される故事を多く川い

ているのだが、このほかにも『三流抄』との一致は、六義や六歌

仙、撰者四名の略歴についての注や、注説としてそれほど璽要と

は息われない次のような部分にも確認できる。

花をめてとは、花の面白く咲けるを言ふ、

烏をうらやみとは、爺なとの花になるAをうらやみしとふな

り、或は時鳥なとのしりて雲井に呪渡るをうらやむを言ふ、

阪をあはれみとは、彼の風にはれやすきをいふ、心路をかなし

</l) (,; ：6 、 '.5) ④ @ ②, (j、9

坂朴1 小 叱 l1'1J-1 松111 訛
いあ

ぼ野 の にさ
111 小

数i 
のの

『
ヘし 芥ii」

文
1こ IはIJ 

水みをく... 蔽かIを... t 
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ヘ ひ のの
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と，

天智字御‘ 允葵.大!:と}. 
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た
だ
し
、
本
資
料
は
『
三
流
抄
』
の
説
を
全
て
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
よ
っ
て
、
次
に
、
『
三
流
抄
』
に
特
徴
的
な
説
の
う
ち
、
本
惰
料
に
見

ら
れ
な
い
も
の
を
列
挙
し
、
両
者
の
相
違
を
明
確
に
す
る
。

第
一
に
、
『
三
流
抄
』
は
冒
頭
で
、
「
古
今
二
三
ノ
流
ア
リ
。
―
二
定
家
、

二
二
家
隆
、
三
二
行
家
」
と
し
て
古
今
梨
の
伝
の
流
派
に
つ
い
て
説
明
し
、

以
下
に
も
こ
の
流
派
に
つ
い
て
言
及
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
狩

、
『
三
流
抄
』
と
の
相
違

む
と
は
、
露
の
は
る
折
5
き
ゆ
る
事
を
い
ふ
也
、

て
斑
の
風
情
お
ほ
く
な
れ
り
と
い
ふ
義
也

ケ
様
の
も
の
に
つ
け

（
本
賓
料
）

花
ヲ
愛
ト
ハ
、
而
白
キ
事
ヲ
云
。
烏
ヲ
ウ
ラ
ヤ
｀
ミ
ト
云
ニ
ニ
義
ア
リ
。

一
ツ
ニ
ハ
、
鶯
ノ
花
二
馴
ル
、
ヲ
ウ
ラ
ヤ
ミ
テ
読
タ
ル
埒
ノ
事
ヲ
思
テ

普
ル
也
。
其
班
、
六
帖
云
、

百
千
鳥
花
二
馴
タ
ル
ア
ダ
シ
メ
ハ
ハ
カ
ナ
キ
程
モ
ウ
ラ
ヤ
マ
レ
ケ
リ

此
班
ノ
心
ヲ
思
ヒ
延
テ
讃
也
。
〈
ア
ダ
シ
メ
ト
ハ
ア
ダ
ナ
ル
メ
ト
云
事

ナ
リ
〉
ニ
ツ
ニ
ハ
、
時
鳥
ノ
、
時
ヲ
知
テ
来
リ
暗
事
ヲ
羨
ム
ト
云
義
也
。

霞
ヲ
ア
ハ
レ
ミ
ト
ハ
、
8

隈
ノ
風
二
哨
レ
ヤ
ス
キ
ヲ
云
。
露
ヲ
悲
ム
ト
ハ
、

露
ノ
ハ
カ
ナ
ク
消
ル
事
ヲ
云
フ
也
。
是
ラ
ニ
付
テ
モ
埒
J
風
伯
多
ク
成

レ

リ

ト

云

義

也

。

（

『

三

流

抄

]

)

以
上
に
よ
り
、
本
資
料
は
『
三
流
抄
』
の
特
定
の
注
説
を
抽
出
し
て
用
い

た
も
の
で
は
な
く
、
『
三
流
抄
』
乃
至
こ
れ
に
類
す
る
注
釈
曹
を
土
台
と
し

て
、
こ
れ
に
改
変
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

料
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

第
二
に
、
『
三
流
抄
』
は
「
大
和
歌
」
の
語
源
に
つ
い
て
、
「
天
竺
の
乱

文
」
を
起
源
と
し
、
羅
什
三
蔵
か
伝
え
て
唐
の
詩
賦
と
し
、
そ
の
六
義
を
道

慈
律
師
か
伝
え
て
和
歌
の
六
義
と
し
た
と
し
て
、
「
三
国
二
和
ゲ
来
ル
故
ニ

オ
ホ
イ
ニ
ャ
ハ
ラ
グ
ウ
ク

大
和
班
卜
沓
」
と
い
う
説
を
示
す
が
、
こ
の
説
は
本
貨
料
に
は
な
い
。

第
三
に
、
『
三
流
抄
』
に
は
、
和
歌
の
五
旬
を
五
行
・
五
常
に
宛
て
て
説

(15) 

明
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
本
資
料
に
は
な
い
。

第
四
に
、
『
三
流
抄
』
の
記
す
神
代
の
故
事
に
は
、
『
日
本
饗
紀
』
・
『
古
事

記
』
締
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
が
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
本
賓
料
に
は
な

、。し
第
万
に
、
『
三
流
抄
』
に
は
、
「
日
本
紀
云
」
と
し
て
『

H
本
書
紀
』
に
は

見
え
な
い
故
事
を
記
す
部
分
が
あ
る
が
、
本
賽
料
は
こ
れ
ら
を
採
用
し
な
い

か
、
採
用
す
る
場
合
で
も
、
「
日
本
紀
」
で
は
な
く
「
為
家
注
」
か
ら
の
引

用
と
す
る
（
前
節
参
照
）
。
た
だ
し
、
本
賓
料
に
は
一
箇
所
、
『
三
流
抄
』
が

「
日
本
紀
二
…
注
二
万
業
二
云
」
と
し
て
引
く
部
分
を
「
万
業
集
に
」
と
し

て
引
く
例
が
あ
る
（
前
掲
表
I

⑤)。

第
六
に
、
『
三
流
抄
』
に
は
、
中
国
の
故
事
を
引
い
た
り
、
漢
箱
の
湘
名

を
示
し
て
そ
の
本
文
と
さ
れ
る
も
の
を
引
用
す
る
部
分
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
も
本
狡
料
に
は
な
い
。

以
上
を
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
、
本
賓
料
は
『
三
流
抄
』
の
説
の
う
ち
、

和
歌
の
起
源
・
流
派
に
つ
い
て
の
説
や
、
疑
わ
し
い
典
拠
を
採
用
し
な
い
條

向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
本
府
料
に
見
ら
れ
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
本
資
料
が
『
三
流
抄
』
の
こ
れ
ら
の
要
素
を
排
除
し
た
と
は
、
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必
ず
し
も
言
え
な
い
。
本
狩
料
が
参
照
し
た
注
釈
書
は
、
『
三
流
抄
』
と
共

通
す
る
説
を
多
く
持
ち
な
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
上
記
の
相
述
を
確
認

す
る
に
と
ど
め
る
。

そ
の
上
で
注
意
し
た
い
の
は
、
本
資
料
に
は
『
三
流
抄
]
に
見
え
る
説
を

批
判
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
花
に
な
く
笠
：
•
い
つ
れ
か
埒
を
よ

ま
さ
り
け
る
」
に
つ
い
て
の
注
の
一
節
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
相
当
す
る

『
三
流
抄
』
の
説
は
、
長
文
に
亘
る
た
め
省
略
す
る
。

又
埒
学
者
流
の
説
に
、
万
業
熊
を
引
て

初
陽
侮
朝
来
不
相
遥
本
棲
翌
げ
孝
謙
御
時

住
吉
之
浜
見
目
仮
人
又
門
奴
流
蛙
埒

此
二
首
の
埒
を
以
て
笠
蛙
の
埒
よ
み
け
る
事
を
貰
之
か
曹
る
を
い
ゑ
り
、

大
な
る
誤
な
り
、
此
益
蛙
の
こ
ゑ
は
、
生
た
る
も
の
、
い
つ
れ
も
物
に

感
し
音
の
発
せ
さ
る
は
な
し
、
此
即
蜀
也
、
と
い
ふ
事
を
、
鳥
獣
の
二

ツ
を
以
て
、
上
下
何
れ
も
神
道
あ
る
ゆ
へ
に
辞
を
発
す
と
い
ふ
義
也
、

冴
は
神
道
の
一
端
に
て
、
物
に
感
し
て
誠
の
内
よ
り
発
す
る
を
い
ふ
、

こ
こ
で
「
班
学
者
流
の
説
」
と
苔
れ
る
鈴
．
蛙
の
歌
に
つ
い
て
の
説
は
、

『
三
流
抄
』
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
賓
科
は
こ
れ
を
「
大
な
る
誤
」

と
し
て
否
定
し
、
統
け
て
自
説
を
開
陳
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
本
賓
料
は
自
己

の
説
を
「
蜀
学
者
流
」
と
は
異
な
る
説
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
「
斑
学
者
流
の
説
」
と
は
異
な
る
本
資
料
の
注
説
の
特
徴
と
は
何

か
。
特
に
本
賓
料
の
和
歌
観
に
つ
い
て
、
次
節
に
検
討
す
る
。

本
賓
料
の
和
歌
観
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
手
が
か
り
に
す

る
の
は
、
前
掲
の
「
花
に
な
く
競
…
」
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
賓
料
が
述
べ
る
の
は
、
生
物
は
み
な
物
事
に
憾
じ
て
音
を
発
す

る
、
そ
れ
こ
そ
が
歌
で
あ
り
、
古
今
序
は
「
烏
獣
の
ニ
ッ
」
に
よ
っ
て
「
上

下
何
れ
も
神
道
あ
る
ゆ
へ
に
辞
を
発
す
」
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
だ
、
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
歌
は
「
神
道
の
一
端
」
で
あ
り
、
物
事
に
感
じ
て

「
誠
」
か
内
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
、
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
和
歌
の
根
源
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
備
わ
る
「
神
道
」
が
措

定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
こ
の
「
神
道
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
本
質
料
は
、
同

(16) 

じ
く
「
花
に
嗚
く
終
：
」
に
注
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

①
天
を
と
ふ
鳥
、
地
を
あ
ゆ
む
虫
と
い
へ
と
も
、
北
晶
団
幽
よ
り
あ
ら
わ

れ
、
皆
闇
圏
す
う
け
そ
な
へ
す
と
い
ふ
事
な
き
ゅ
へ
に
、
春
に
な
れ

は
、
自
然
に
春
に
感
し
て
跨
も
谷
よ
り
出
て
声
を
発
し
、
夏
な
れ
は
、

か
は
つ
も
土
よ
り
出
て
夏
に
か
ん
し
て
声
を
発
す
る
、
是
鳥
虫
と
い
ヘ

と
も
、
内
に
国
固
蓄
る
か
ゆ
へ
に
、
時
に
感
発
し
て
言
業
に
あ
ら
は

る
ヽ
、
是
即
埒
也
、
中
柑
に
と
け
る
店
飛
魚
躍
の
意
を
以
て
見
る
へ
し
、

怜
か
は
つ
計
に
か
き
ら
す
、
口
晶
圏
圏
を
そ
な
へ
ぬ
と
い
ふ
事
な
し
、

こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
み
な
「
神
道
」
に
よ
っ
て

生
ま
れ
、
「
神
道
」
を
備
え
て
い
る
が
ゆ
え
に
時
節
に
応
じ
て
声
を
発
す
る

の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
神
道
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
通

四
、
雅
胤
注
の
和
歌
観
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じ
る
自
然
の
道
理
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
よ
う
だ
。

な
お
注
滋
し
た
い
の
は
、
本
資
料
が
こ
こ
で
「
中
間
に
と
け
る
膠
飛
魚
蹄

の
意
」
を
挙
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
中
肘
』
に
「
君
子
之
道
、

心

ハ

レ

ア

キ

ラ

カ

也

テ

イ

ク

リ

ニ

ル

ト

．

ぶ

リ

ニ

シ

テ

也

費
而
隠
、
…
詩
云
、
店
飛
戻
レ
天
、
魚
躍
二
子
淵
一
言
其
上
下
察

力
也

ノ

、

ナ

ス

、

ノ

ヲ

ニ

テ

ハ

也
、
君
子
之
迫
、
造
二
端
乎
夫
婦
一
及
二
其
至
一
也
、
察
二
乎
天
地
＿
」
と

ヲ

テ

あ
る
の
を
指
し
、
こ
れ
に
注
し
て
朱
子
『
常
句
』
は
「
子
思
引
二
此
詩
↓
以

也
(18)

ア
カ
ス

明
化
育
流
行
、
上
下
昭
著
、
莫
レ
非
二
此
理
之
用
↓
所
謂
骰
也
」
と
、
同ヘ

ル

テ

ヲ

シ

テ

ヲ

ヘ

リ

『
或
間
』
は
「
引
レ
詩
以
明
レ
之
、
日
三
店
飛
戻
レ
天
、
魚
躍
二
子
淵
↓
所
三
以
言
-
]

ニ
シ
テ

7
ヲ

ラ

(19)

道
之
体
用
上
下
昭
著
而
無
巳
所
レ
不
レ
在
也
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
従
え
ば
、

「
店
飛
魚
躍
」
と
は
、
天
地
上
下
を
通
じ
る
道
理
の
存
在
を
表
現
し
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
概
念
を
和
歌
の
根
源
と
し
て
の
「
神
道
」
と
璽
ね
合

(20) 

わ
せ
る
本
骰
料
は
、
低
学
、
特
に
『
中
肘
』
を
重
視
す
る
朱
子
学
の
影
評
を

強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
鈴
や
蛙
の
声
と
人
間
の
歌
と
に
は
、
や
は
り
大
き
な
差

異
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
賓
料
は
、
「
ち
か
ら
を
も
い
れ
す
し

て
…
な
く
さ
む
る
は
埒
也
」
に
注
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

②
禽
獣
箪
木
と
い
へ
と
も
神
明
を
う
け
ぬ
は
な
し
、
…
し
か
れ
と
も
、
人

は
正
し
く
神
明
を
受
た
る
ゆ
へ
に
、
其
誠
の
辞
に
あ
ら
は
る
、
時
は
、

天
地
鬼
神
を
動
し
、
夫
婦
を
和
し
、
武
勇
を
変
化
す
と
い
ふ
義
也
、

動
物
や
植
物
も
、
「
神
明
」
を
受
け
て
い
る
と
い
う
点
で
は
人
と
同
じ
で

あ
る
。
だ
が
、
人
は
「
正
し
く
神
明
を
受
た
る
ゆ
へ
」
に
、
そ
の
「
誠
」
を

言
葉
に
表
せ
ば
天
地
を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
歌
を
詠
む
こ
と
が
で
き
る
、
と

い
う
。
こ
の
「
神
明
」
は
、
本
賓
料
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

③
人
の
心
を
た
ね
と
し
て
と
ゆ
ふ
は
、
人
は
高
天
原
よ
り
神
明
の
分
賦
を

う
け
て
、
内
に
神
道
を
た
も
つ
て
一
切
万
物
に
応
す
、
其
万
物
に
応
す

る
物
を
神
明
と
い
ふ
、
其
神
明
の
用
を
心
と
い
ふ
、
其
心
の
事
は
、

物
ミ
に
感
す
る
の
理
を
神
明
と
い
ふ
、
辞
に
あ
ら
は
る
、
を
班
と
い
ふ

也、

引
用
①
に
見
た
通
り
、
「
神
迫
」
と
は
天
地
に
普
く
存
在
す
る
道
理
で
あ

り
、
人
の
内
面
に
も
備
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
神
明
」
は
、

「
神
道
」
と
同
じ
く
人
に
賦
与
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
万
物

に
応
ず
る
物
」
、
「
物
ミ
に
感
す
る
の
理
」
で
あ
り
、
そ
の
「
神
明
」
の
作
用

が
「
心
」
な
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
神
明
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
感
受
す
る
能
力
を
指
す
よ
う
だ
。

ま
た
、
本
質
料
は
次
の
よ
う
に
も
い
う
。

④
こ
と
わ
さ
し
け
き
も
の
な
れ
は
と
は
、
人
の
内
に
神
明
を
う
け
て
、

事
ミ
に
応
し
、
物
‘
ヽ
の
理
に
明
ら
か
な
る
か
ゆ
へ
に
、
万
事
に
応
し
て

感
す
る
を
い
ふ
也
、
万
理
そ
な
へ
て
応
す
る
と
云
也
、

人
間
は
「
神
明
」
を
受
け
て
「
物
ゞ
の
理
に
明
ら
か
」
で
あ
り
、
そ
れ
故

に
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に
応
じ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
。
以
上
を

要
す
れ
ば
、
人
間
は
正
し
く
「
神
明
」
を
受
け
、
物
事
の
「
理
」
を
認
知
で

き
る
が
故
に
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の

感
じ
た
こ
と
の
「
誠
」
を
言
業
に
表
出
す
る
の
が
歌
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
和
歌
観
に
晶
づ
き
、
本
狩
料
は
、
「
誠
」
に
基
づ
く
「
実
」

あ
る
い
は
「
実
地
」
の
歌
を
理
想
と
す
る
。
次
に
示
す
の
は
、
「
今
の
他
の
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中
…
は
か
な
き
こ
と
の
み
い
て
く
れ
は
」
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。

⑤
古
は
人
丸
・
赤
人
な
ん
と
の
班
の
ひ
し
り
あ
り
て
、
誠
を
つ
く
し
て
心

よ
り
読
て
、
実
地
の
班
を
よ
め
り
、
今
世
の
人
は
、
詞
に
ふ
け
り
て
、

花
の
色
を
本
と
し
て
読
出
し
て
、
実
地
を
し
ら
す
、
空
言
虚
新
に
し
て
、

天
地
も
動
か
す
、
鬼
神
も
感
応
な
く
、
有
名
無
実
の
研
也
と
い
ふ
義
也
、

こ
こ
で
は
、
「
人
丸
・
赤
人
」
ら
の
「
誠
を
つ
く
し
」
た
「
実
地
の
埒
」

が
理
想
と
さ
れ
る
一
方
、
「
今
世
の
人
」
の
「
詞
に
ふ
け
」
っ
た
「
空
言
虚

斑
」
が
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
「
実
地
の
埒
」
を
詠
む
の
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
本
貸
料
は
「
ま
め
な
る
所
に
は
…
あ
ら
す
な
り
に
け
り
」
に
注
し
て

次
の
よ
う
に
い
う
。

⑥
真
な
る
所
に
も
、
埒
の
わ
け
を
し
り
た
る
所
也
、
埒
の
深
意
の
浅
か
ら

ぬ
事
に
て
、
天
地
鬼
神
も
感
動
す
る
実
地
の
齊
道
と
い
ふ
に
至
て
は
、

顕
出
へ
き
事
に
あ
ら
す
、
人
、
の
器
批
相
応
の
知
に
て
習
た
る
計
に
て

実
の
埒
と
い
ふ
も
の
は
読
め
ぬ
、
我
真
実
の
言
業
に
あ
ら
わ
れ
出
る
か

冴
道
に
て
あ
る
ゆ
へ
に
、
か
る
／
＼
敷
深
意
の
義
を
辞
に
出
し
て
語
る

へ
き
義
に
あ
ら
す
成
れ
り
、

「
斑
道
」
は
「
我
真
実
の
言
業
に
あ
ら
わ
れ
出
る
」
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
「
埒
の
深
意
の
浅
か
ら
ぬ
事
」
ゆ
え
に
、
天
地
鬼
神
を
感
動
さ
せ
る
よ

う
な
「
実
地
の
埒
道
」
は
出
現
す
る
は
ず
が
な
い
。
「
実
の
班
」
は
、
「
器
倣

相
応
の
知
に
て
習
た
る
計
」
で
は
詠
め
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

和
歌
の
深
義
は
軽
々
し
く
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
た
の
だ
、
と

、つ
`
>
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
和
歌
の
あ
る
べ
き
さ
ま
を
示
し
た
の
が
、
貫

之
で
あ
っ
た
。
本
賓
料
は
、
「
い
に
し
へ
の
批
々
の
み
か
と
…
秋
の
月
の
夜

こ
と
に
」
の
見

Iii
し
の
下
、
『
万
染
北
」
成
立
過
利
に
つ
い
て
『
一
一
流
抄
』

(21) 

に
基
づ
い
て
述
べ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

⑦
此
所
に
し
て
貰
之
出
て
、
符
適
は
大
道
に
て
、
家
を
た
て
口
伝
口
授
の

沙
汰
に
不
及
、
人
t
の
賢
愚
に
よ
り
て
器
悶
を
あ
ら
わ
し
、
上
下
の
滸

到
賞
賤
腺
卑
の
分
別
に
あ
ら
す
、
高
質
の
人
と
い
へ
と
も
、
低
な
る
時

は
斑
に
実
な
く
、
詞
分
明
な
ら
す
、
卑
賤
の
人
と
い
へ
と
も
、
賢
な
る

時
は
天
地
を
動
か
し
鬼
神
を
地
せ
し
む
る
の
班
を
読
出
し
、
洞
も
分
明

に
し
て
、
花
咲
そ
な
は
る
を
い
ふ
也
、

「
将
道
は
大
道
」
だ
か
ら
「
家
を
た
て
口
伝
口
授
の
沙
汰
に
不
及
」
。
重
要

な
の
は
「
人
々
の
腎
愚
」
で
あ
る
。
「
愚
」
で
あ
れ
ば
「
埒
に
実
な
く
詞
分

明
な
ら
ず
」
、
「
賢
」
で
あ
れ
ば
天
地
を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
歌
を
読
む
こ
と

が
で
き
「
詞
も
分
明
」
な
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
注
日
さ
れ
る
の
は
、
「
ロ

伝
口
授
」
や
「
費
賤
腺
卑
」
が
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
貴
賤
尊
卑
」
や
「
口
伝
口
授
」
の
否
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
も

見
え
る
。

⑧
つ
か
さ
位
高
き
人
を
は
い
れ
す
と
は
、
高
位
高
官
と
い
へ
と
も
、
弼
道

を
し
ら
す
、
和
歌
の
徳
に
て
天
地
鬼
神
も
感
動
す
る
ほ
と
に
、
心
地
よ

り
読
人
あ
ら
さ
れ
は
、
今
古
今
比
に
は
入
さ
る
也
、
へ
つ
ら
ひ
を
以
て

は
人
れ
す
、
尊
位
高
官
な
る
と
も
、
野
に
実
な
き
人
は
、
斑
と
の
み
お

も
ひ
て
、
其
さ
ま
し
ら
ぬ
は
集
に
入
れ
す
と
い
ふ
義
也
、
和
埒
は
質
賤

尊
卑
に
て
読
む
も
の
に
あ
ら
す
、
下
賤
と
い
へ
と
も
、
其
内
心
の
正
し
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き
よ
り
読
出
す
時
は
、
天
地
感
動
あ
り
、
貸
体
と
い
へ
と
も
、
内
心
正

し
か
ら
さ
る
時
は
、
埒
道
の
奥
儀
を
読
事
な
し
、

⑨
色
こ
の
み
の
家
と
は
、
男
女
好
色
の
家
に
非
す
、
班
の
家
也
、
好
色
は

斑
を
本
と
す
る
ゆ
へ
に
、
家
を
好
色
と
云
也
、
埋
木
の
人
し
れ
ぬ
と
は
、

斑
家
之
伝
也
、
深
義
は
斑
の
家
よ
り
外
に
い
た
さ
す
し
て
、
枇
の
人
は

し
ら
す
也
、
新
道
の
衰
微
に
て
、
も
と
斑
は
上
一
人
よ
り
下
百
性
ま
て

其
誠
の
物
に
感
し
て
言
業
に
あ
ら
は
る
、
か
斑
な
る
に
、
埒
道
は
斑
学

に
成
り
た
る
ゆ
へ
に
、
家
の
外
に
人
に
し
ら
せ
す
、
色
ミ
の
口
伝
口
授

を
習
は
し
て
い
ふ
を
云
へ
り
、

こ
の
よ
う
に
、
本
資
料
は
「
内
心
」
の
正
し
さ
や
「
誠
」
を
重
視
す
る
立

(22) 

場
か
ら
、
「
買
賤
腺
卑
」
や
「
口
伝
口
授
」
を
徹
底
的
に
否
定
す
る
。
そ
し

て
、
こ
の
「
内
心
」
の
正
し
さ
や
「
誠
」
は
、
万
人
に
備
わ
る
「
神
道
」
や

「
神
明
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、

本
査
料
が
「
賢
愚
」
の
別
を
匝
視
す
る
の
は
、
引
用
③
・
④
を
併
せ
考
え
る

と
、
「
賢
」
な
る
者
は
「
神
明
」
を
正
し
く
発
揮
し
て
物
事
の
理
を
認
識
で

き
る
の
に
対
し
、
「
悠
」
な
る
者
に
は
こ
れ
が
で
き
な
い
、
と
い
う
理
由
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
和
歌
観
を
も
つ
本
資
料
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
「
実
地
」
の
歌
を
重
視
す
る
の
だ
が
、
「
実
」
の
歌
を
重
視
す
る
考
え
方

は
、
実
は
『
三
流
抄
』
に
既
に
認
め
ら
れ
る
。
『
三
流
抄
』
は
次
の
よ
う
に

い
う
。

今
ノ
枇
ノ
中
ノ
色
二
付
キ
人
ノ
心
花
二
咸
ト
ハ
、
背
ノ
人
丸
赤
人
ナ

ア

ク

コ

ト

パ

ン
ド
ハ
、
皆
、
是
、
斑
ノ
実
語
ヲ
ヨ
ミ
テ
化
ナ
ル
洞
無
シ
。
今
ノ
世

、
、
コ
ト実

ノ
人
ハ
、
詞
二
耽
リ
、
色
二
付
テ
埒
ノ
ヲ
不
レ
知
卜
云
ヘ
リ
。
釦

好
ノ
家
ニ
ノ
ミ
ト
ハ
、
男
女
好
色
ノ
家
ニ
ハ
非
ズ
。
斑
ノ
家
也
。
好
色

ハ
埒
ヲ
本
ト
ス
ル
ガ
故
二
、
埒
ノ
家
ヲ
好
色
卜
云
也
。

ウ
モ
レ
木
ノ
人
シ
レ
ヌ
事
卜
成
テ
ト
ハ
、
埒
ノ
家
二
伝
ル
深
義
ハ
、

埒
ノ
家
ヨ
リ
外
二
不
レ
出
。
故
二
匪
ノ
人
ハ
不
レ
知
卜
云
ヘ
リ
。
ウ
モ
レ

木
二
、
三
ノ
差
別
ア
リ
。
一
ツ
ニ
ハ
（
以
下
、
三
説
に
つ
い
て
の
注
、

略）。

こ
れ
に
対
応
す
る
本

rt料
の
注
は
、
引
川
⑤
・
⑨
で
あ
る
。
両
者
を
比
較

す
る
と
、
本
壺
料
は
『
三
流
抄
』
の
傍
線
部
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
川
い
つ
つ
、

⑤
に
お
い
て
は
「
今
世
の
人
」
の
「
空
言
虚
研
」
へ
の
批
判
を
強
調
し
、
ま

た
、
⑨
に
お
い
て
は
、
『
三
流
抄
』
が
「
ウ
モ
レ
木
」
に
つ
い
て
の
三
説
を

淵
陳
す
る
の
に
対
し
、
本
費
料
は
、
「
誠
」
に
お
け
る
万
人
の
平
等
を
強
調

し
て
「
口
伝
口
授
」
を
否
定
す
る
、
と
い
う
相
述
が
確
認
で
き
る
。

な
お
、
先
に
触
れ
た
通
り
、
本
資
料
に
は
仙
学
の
影
秤
が
認
め
ら
れ
る
が
、

(23) 

朱
子
学
の
基
本
的
な
概
念
で
あ
る
「
性
」
や
「
情
」
の
問
題
に
は
言
及
せ
ず
、

た
だ
「
腎
総
」
の
別
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
狩
料
が
「
神

道
」
や
「
誠
」
に
お
け
る
万
人
の
共
通
性
を
強
調
す
る
一
方
、
個
々
人
に

よ
っ
て
現
れ
方
の
異
な
る
「
性
」
や
「
梢
」
に
つ
い
て
は
関
心
が
池
か
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
い
え
ば
、
本

lft料
は
「
誡
」
に
基

づ
く
「
実
地
」
の
歌
を
理
想
的
な
も
の
と
す
る
が
、
「
実
地
」
の
歌
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
実
現
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
万
人
に
備
わ
る

「
神
明
」
に
よ
っ
て
「
誠
」
を
発
揮
す
る
と
い
う
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
も
、

本
賓
料
の
関
心
が
、
万
人
の
「
誠
」
に
お
け
る
平
等
に
原
く
、
良
い
和
歌
を
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お
わ
り
に

函）

詠
む
と
い
う
問
題
に
薄
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
『
三
流
抄
』
と
の
関
係
を
起
点
と
し
て
、
本
賓
料
の
特
徴
に
つ
い

て
述
べ
た
。
要
約
す
る
と
、
本
賓
料
は
、
『
三
流
抄
』
を
基
盤
と
し
つ
つ
、

和
歌
の
根
源
と
し
て
万
人
に
備
わ
る
「
神
道
」
や
「
神
明
」
を
措
定
し
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
「
誠
」
を
発
揮
す
る
こ
と
を
和
歌
の
本
質
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
立
場
か
ら
「
質
賤
尊
卑
」
や
「
口
伝
口
授
」
を
徹
底
的
に
否
定
す

る
も
の
と
い
え
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
本
賓
料
の
特
徴
は
、
ど
の
よ
う
に
意
義
づ
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。

「
口
伝
口
授
」
の
否
定
や
「
誠
」
を
重
視
す
る
文
学
論
に
つ
い
て
は
、
本

(25) 

資
料
の
成
立
時
期
を
考
え
れ
ば
、
誘
く
に
足
り
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
注
目

し
た
い
の
は
、
本
費
料
が
「
貨
賤
腺
卑
」
を
否
定
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
が
「
神
道
」
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

和
歌
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
文
芸
に
お
い
て
、
作
者
の
身
分
が
そ
の
価
値

を
左
右
し
な
い
こ
と
は
、
当
然
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
資
料
の
よ
う
に
「
質
賤
雌
卑
」
の
否
定
を
強
く
主
張
す
る
論
は
、
同
時
代

に
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
本
資
料
に
お
い
て
「
質
賤

諒
卑
」
否
定
の
根
拠
は
、
万
人
に
共
通
し
て
備
わ
る
「
神
道
」
・
「
神
明
」
に

-26) 

置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
を
神
祇
伯
白
川
家
学
頭
た
る
臼

井
雅
胤
が
残
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
注
目
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
冒

頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
近
祉
中
期
以
後
、
白
川
家
は
そ
の
勢
力
を
増
し
、

多
く
の
門
人
を
擁
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
白
川
家
や
そ
の
対
立
者
た
る
吉
田

家
の
神
道
説
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
で
な
い
点
が
多
い
。
本
狩
料
は
白

川
家
の
神
道
説
の
実
態
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
注
目
に
値
し
よ
う
。

ま
た
、
中
野
三
敏
氏
に
よ
っ
て
そ
の
業
績
や
生
涯
、
ま
た
文
芸
へ
の
影
孵

の
大
き
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
増
穂
残
口
が
吉
田
家
の
門
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
残
口
に
先
行
す
る
浮
世
草
子
作
者
都
の
錦
に
つ
い
て
も
、
吉
田
家

ぶ
3
)

社
人
で
あ
り
神
道
講
釈
を
行
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
な

ら
ば
、
吉
田
家
や
、
そ
の
対
立
者
と
し
て
の
白
川
家
の
神
道
説
の
尖
態
に
つ

い
て
は
、
思
想
・
宗
教
研
究
の
み
な
ら
ず
、
文
学
研
究
に
お
い
て
も
詳
細
な

検
討
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
間
題
に
つ
い
て

も
、
本
資
料
は
有
益
な
知
見
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
る
。

注(
l
)

以
上
、
吉
田
家
と
白
川
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
井
上
智
勝
『
近
戦
の

神
社
と
朝
廷
権
威
』
（
吉
川
弘
文
館
、
平
19)
参
照
。

(
2
)

『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
55)
「
臼
井
雅
胤
」
瑣
（
鎌

田
純
一
執
喰
）
。

(
3
)

「
臼
井
雅
胤
が
八
神
殿
神
璽
を
一
条
兼
香
に
奉
呈
す
る
に
至
っ
た
道
の
り

ー
天
理
図
準
曰
館
所
蔵
吉
田
文
廊
臼
井
本
の
紹
介
を
か
ね
て
ー
」
（
「
ビ
プ
リ

ア』

133
、
平
22)
、
「
吉
田
文
廊
に
含
ま
れ
た
臼
井
家
旧
蔵
史
料
（
臼
井
本
）

の
一
覧
と
臼
井
家
の
活
動
」
（
同
氏
編
窟
靡
匹
神
逍
史
研
究
と
「
御
広
間
雑

止
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」
科
研
報
告
翡
、
平
22)
、
「
正
徳
の
争
論
の
経
緯

と
そ
の
背
屎
」
（
西
宮
神
社
文
化
研
究
所
紺
『
西
宮
神
社
御
社
用
日
記
j

第

二
在
、
消
文
堂
出
版
、
平
25)
、
「
白
井
雅
胤
H
品
三
点
」
（
「
天
理
大
学
お
や

さ
と
研
究
所
年
報
j
2
3
、
平
29)
。
な
お
、
氏
は
天
理
図
甚
館
吉
田
文
廊
所
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蔵
の
臼
井
本
を
活
用
さ
れ
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
「
み
ず
か
ら
の
業
紹
を

駆
る
た
め
に
捏
造
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
」
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
注
意

を
促
さ
れ
て
い
る
が
、
稿
者
は
現
時
点
で
臼
井
本
の
詳
細
な
検
討
に
至
ら
な

い
た
め
、
こ
こ
で
は
導
ら
氏
の
判
断
に
よ
る
。

(
4
)

近
世
堂
上
和
歌
論
梨
刊
行
会
編
『
近
枇
党
上
和
歌
論
集
』
（
明
治
粛
院
、

平
元
）
。

(
5
)

三
輪
正
胤
「
神
道
歌
学
の
成
立
ー
ト
部
兼
雄
の
業
組
ー
」
（
大
取
一
馬
編

「
典
絣
と
史
料
』
思
文
閣
出
版
、
平
23)
。

(
6
)

川
平
敏
文
「
鍋
島
直
郷
と
垂
加
神
道
ー
井
Ill
道
祐
事
鉛
略
ー
」
（
共
同
研

究
「
江
戸
時
代
中
期
文
人
大
名
に
見
る
学
芸
と
思
想
に
関
す
る
総
合
的
研
究

ー
佐
賀
鹿
島
溜
第
6
代
溜
主
鍋
島
直
郷
の
事
跡
を
中
心
に
ー
」
編
『
鹿
島
鍋

島
猫
の
政
治
と
文
化
j

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
府
料
館
、
平
20)

は
こ
の
印
に
つ
い
て
、
「
直
郷
の
代
に
、
先
代
か
ら
受
け
糊
い
だ
粛
絣
も
一

括
し
て
こ
の
印
を
押
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
さ
れ
る
。

(
7
)

実
種
は
姉
小
路
公
娯
の
男
・
風
早
実
種
、
当
時
、
前
参
謡
従
二
位
。
隆
貞

は
池
小
路
隆
基
の
男
、
当
時
、
前
大
納
言
正
二
位
。
伊
季
は
今
出
川
公
規
の

男
、
当
時
、
権
大
納
言
従
二
位
、
春
宮
大
夫
。
惟
鼎
は
竹
内
孝
治
の
男
、
当

時
、
従
三
位
刑
部
卿
。
雅
盟
は
飛
鳥
井
雅
浮
の
男
、
当
時
、
正
四
位
下
左
中

将
（
以
上
、
『
公
卿
補
任
』
、
橋
本
政
宜
編
「
公
家
事
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、

平
22)
に
よ
る
）
。
こ
の
う
ち
隆
貞
を
除
く
四
名
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
健
一

「
霊
元
院
歌
坑
主
要
事
項
年
表
」
（
『
近
世
盤
上
歌
坦
の
研
究
』
増
訂
版
、
汲

古
苦
院
、
平
21)
に
よ
っ
て
霊
元
院
歌
坑
で
の
泊
動
が
確
認
で
き
る
。

(8)

缶
傘
元
院
の
人
麿
崇
敬
と
顕
彰
に
つ
い
て
は
、
矢
富
熊
一
郎
『
柿
本
人
麻
呂

と
鴨
山
』
（
益
田
郷
土
史
矢
窃
会
、
昭
39)
、
鶴
崎
裕
雄
・
神
道
宗
紀
・
小
倉

嘉
夫
編
若
『
月
照
寺
明
石
柿
本
社
奉
納
和
歌
集
』
（
和
泉
掛
院
、
平
23)
、
神

道
宗
紀
「
和
歌
三
神
奉
納
和
歌
の
研
究
』
（
和
泉
曲
院
、
平
27)
な
ど
が
備

わ
る
が
、
こ
の
奥
也
の
内
容
に
つ
い
て
は
他
に
所
見
を
得
な
い
。

(
9
)

以
下
、
『
三
流
抄
』
の
引
川
は
、
片
桐
洋
一
『
中
泄
古
今
染
注
釈
苫
解
題

（
二
）
』
（
赤
尾
照
文
党
、
昭

48)
所
収
に
よ
る
。

(10
）
『
一
―
-
流
抄
．
ー
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
内
容
の
も
の
が
多
く
存
し
（
片
桐

氏
前
掲
魯
）
、
本
狩
料
が
参
照
し
た
も
の
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か

は
、
に
わ
か
に
断
じ
が
た
い
。
よ
っ
て
、
本
松
で
は
、
『
三
流
抄
』
に
よ
っ

て
こ
の
類
の
注
釈
苫
を
代
表
せ
し
め
る
。

(11)

『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
編
鋲
委
員
会
紺
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
古
典
ラ
イ

プ
ラ
リ
ー
、
平

26)
「
古
今
和
歌
狛
序
間
杏
能
店
」
瑣
（
紙
宏
行
執
節
）
。
な

お
、
言
流
抄
』
に
つ
い
て
は
、
片
桐
氏
前
掲
肉
、
三
倫
正
胤
「
歌
学
秘
伝

の
研
究
』
（
風
間
卦
房
、
平
6
)
第
一
孟
恥
第
一
節
「
為
顕
流
—
「
竹
園
抄
j

系
歌
論
」
参
照
。

(12)

た
だ
し
、
「
三
流
抄
』
の
記
す
竹
取
説
話
は
、
一
般
的
に
知
ら
れ
る
『
竹

取
物
語
』
の
内
容
と
は
大
き
く
相
述
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、

本
府
料
は
こ
の
相
述
を
間
題
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(13)

こ
の
ほ
か
、
「
森
砂
住
の
江
の
松
も
相
生
の
や
う
に
お
ほ
へ
」
に
つ
い
て
、

本
汽
料
が
「
為
家
注
」
か
ら
の
引
川
と
し
て
引
く
部
分
も
、
『
三
流
抄
』
に

ほ
ぼ
同
内
容
が
見
ら
れ
る
（
『
三
流
抄
』
に
は
出
典
記
載
な
し
）
。

(14)

「
明
の
羽
か
き
」
に
つ
い
て
、
「
行
家
の
本
に
は
、
し
ち
の
は
し
か
き
と
い

へ
り
」
云
々
と
す
る
部
分
に
、
「
三
流
抄
』
の
説
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

(15)

な
お
、
本
狩
料
は
、
伊
肺
諾
・
伊
非
内
の
「
十
八
言
」
を
陰
陽
説
と
関
連

づ
け
て
説
明
し
、
ま
た
、
索
釜
嗚
の
「
八
裳
立
つ
」
詠
を
索
盤
喝
の
「
金

徳
」
と
稲
川
姫
の
「
土
徳
」
と
に
関
述
づ
け
て
説
明
す
る
が
、
こ
れ
ら
と

言
流
抄
』
と
の
直
接
的
な
影
瑯
5

関
係
は
認
め
が
た
い
。

(16)

以
下
、
便
宜
上
、
引
川
に
は
通
し
番
号
を
付
し
、
注
文
に
対
す
る
見
出
し

本
文
は
、

H
明
な
場
合
は
省
略
し
た
。

(17)

国
立
公
文
内
館
蔵
「
四
内
狛
註
j

板
本
（
二
七
六
＇
四
―
―
-
、
道
春
点
、
国

立
公
文
内
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
プ
に
よ
る
）
に
よ
る
。

(18)

同
上
。

(19)

近
罷
漢
籍
最
刊
息
想
三
編
五
所
収
『
中
柑
掌
句
j

（
淵
斎
点
『
俊
板
四
苫
』
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本
）
に
よ
る
。

(20)

市
来
津
由
彦
「
中
国
に
お
け
る
中
柑
注
釈
の
展
開
ー
東
ア
ジ
ア
悔
域
文
化

か
ら
み
る
ー
」
（
市
束
禅
山
彦
他
編
『
江
戸
個
学
の
中
庸
注
釈
』
東
ア
ジ
ア

海
域
叢
性

5
、
汲
古
北
Id

院
、
平

24)
、
田
尻
祐
一
郎
「
徳
川
息
想
と
「
中

鼎
』
」
（
同
前
杏
）
等
参
照
。

(21)

引
用
部
分
の
直
前
に
は
「
平
城
天
畠
の
斑
道
の
繁
盛
を
」
と
あ
り
、
引
用

部
分
と
は
文
慈
が
繋
が
ら
な
い
。
脱
文
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
引
用
冒
頭
の

「
此
所
」
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
。

(22)

た
だ
し
、
本

rt料
に
は
、
素
蓋
嗚
祁
の
八
雲
神
詠
や
柿
本
人
磨
、
山
部
赤

人
、
ま
た
「
古
今
和
歌
集
」
の
題
号
に
つ
い
て
、
秘
説
が
存
す
る
こ
と
を
示

す
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
口
伝
口
授
」
を
否
定
す
る
本
狩
料
の
立
場
と

は
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
秘
説
の
実
態
は
明
ら

か
で
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
本
狩
料
に
「
口
伝
口
授
」
を
強
く
否
定
す
る

言
説
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
に
と
ど
め
る
。
な
お
、
本
賓
料
成
立
の
後
、

雅
胤
は
そ
の
署
『
神
祇
破
偽
顕
正
間
答
』
に
お
い
て
、
「
八
雲
神
詠
伝
」
に

つ
い
て
「
実
ノ
神
詠
口
訣
ハ
各
別
相
述
ノ
モ
ノ
ニ
テ
、
吉
田
家
二
無
之
、
伯

家
代
々
崇
秘
シ
テ
、
猥
二
不
伝
モ
ノ
」
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
廊
蔵
本
）
と
批

判
し
て
い
る
こ
と
が
、
井
上
智
勝
「
神
祇
伯
白
川
家
の
台
頭
」
（
注

1
前
掲

苫
）
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
雅
胤
の
伝
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
古
今

伝
授
の
惰
料
が
存
す
る
こ
と
が
、
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』
（
大

日
本
百
科
全
翡
刊
行
会
、
昭
18)
第
八
漱
「
御
所
伝
授
」
、
山
口
剛
史
「
神

祇
伯
白
川
家
初
代
学
頭
臼
井
雅
胤
著
「
神
祇
破
偽
顕
正
問
答
」
と
一
文
字
縫

殿
荒
木
田
尚
胤
」
（
『
島
卑
館
大
学
研
究
開
発
椎
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研
究
所
所

報
j
8
6
、
平
26)
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(23)

朱
子
学
の
「
性
」
・
「
梢
」
に
つ
い
て
は
、
『
性
理
字
義
』
（
関
西
大
学
図
困

館
蔵
党
永
九
年
中
野
市
右
衛
門
版
）
、
佐
藤
仁
訳
『
朱
子
学
の
基
本
用
語
ー

北
渓
字
義
訳
解
ー
』
（
研
文
出
版
、
平
8
)
参
照
。

(24)

本
狩
料
が
、
板
本
の
存
す
る
『
両
度
聞
戟
j

や
『
栄
雅
抄
』
で
は
な
く

『
三
流
抄
』
を
基
盤
と
す
る
の
も
、
本
狩
料
の
関
心
が
和
歌
そ
の
も
の
に
薄

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(25)

佐
佐
木
侶
網
『
近
肌
和
歌
史
』
（
博
文
館
、
大
12)
、
中
村
幸
彦
「
硲
初
宋

学
者
達
の
文
学
観
」
（
『
中
村
幸
彦
喘
述
梨
』
第
一
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
57
、

初
出
昭

50)
、
同
「
文
学
は
「
人
梢
を
道
ふ
」
の
説
」
（
同
前
に
11

、
初
出
昭

26)
、
上
野
洋
一
11

「
堂
上
と
地
下
ー
江
戸
時
代
前
期
の
和
歌
史
ー
」
（
『
元
禄

和
歌
史
の
基
礎
構
築
』
岩
波
赴
店
、
平
15
、
初
出
昭

60)
、
同
「
元
禄
堂
上

歌
論
の
到
達
点
ー
附
ふ
日
の
枇
界
ー
」
（
同
前
苫
、
初
出
昭

51)
、
川
平
敏
文

「
林
羅
山
霰
品
血
』
論
ー
中
枇
歌
学
へ
の
挑
戦
」
（
『
徒
然
箪
の
十
七
匪
紀
ー

近
冊
文
芸
思
潮
の
形
成
』
岩
波
北
＂
店
、
平

27
、
初
出
平
22)
等
参
照
。

(26)

な
お
、
本
惰
料
に
お
い
て
「
神
明
」
は
「
翡
天
原
」
よ
り
分
賦
さ
れ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
翡
天
原
」
か
ら
「
神
明
」
を
受
け
る
人
々
の
範
圃

に
つ
い
て
は
、
本
質
料
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

(27)

「
増
穂
残
口
伝
（
上
）
」
（
近
懺
文
学
史
研
究
の
会
編
『
近
世
中
期
文
学
の

研
究
』
笠
間
朴
院
、
昭

46)
、
「
増
穂
残
口
伝
（
下
）
」
（
『
文
学
研
究
』

73
、

昭
51)
、
「
増
穂
残
口
の
人
と
思
想
」
（
日
本
思
想
大
系
「
近
泄
色
道
論
』
岩

波
古
店
、
昭

51)
、
「
増
穂
残
口
の
事
敗
ー
談
義
本
研
究
ロ
ー
」
（
『
戯
作
研

究
』
中
央
公
論
社
、
昭

56
、
初
出
昭

48)
、
「
残
口
任
涎
」
（
『
江
戸
狂
者
伝
』

中
央
公
論
新
社
、
平
19)
。

(28)

山
本
卓
「
都
の
錦
と
神
道
講
釈
」
（
『
舌
耕
・
内
本
・
出
版
と
近
世
小
説
』

消
文
盤
、
平
22
、
初
出
平
22)
。

【
付
記
】
質
料
の
固
覧
•
利
用
に
ご
ャ
回
配
を
賜
り
ま
し
た
祐
徳
稲
荷
神
社
・
祐
徳

栂
物
館
に
、
心
よ
り
御
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
、

J
S
P
S

科
研
翡

J
P
1
6
K
l
6
7
7
3
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
せ
た
・
み
ち
お

本
学
准
教
授
）
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